
平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

学 校 名 岐阜県立可茂特別支援学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月２３日（土） 

実 施 概 要 第３回にこりん祭（学校祭）の公開 

・児童生徒によるステージ発表 

・中学部、高等部生徒作品バザー 

・ＰＴＡ各種バザー、社会福祉施設バザー 

・来校者全員参加型イベント「みんなくるくる風車」 

・募金活動 

・地元交流高校による企画コーナー 

・児童生徒作品展 

・にこりんアートコンテスト（参加者の投票による作品コンテスト）等 

実 施 内 容 学習・取組の分野 

  □自然   □歴史   □文化   □産業   ■その他 

公開の方法 

  □授業公開   □成果発表   ■交流活動   □講演会等 

  □地域行事等参加   ■その他 

来 校 者 数 保 護 者 ５０８人 
 計       ８５８人 

地域関係者 ３５０人 

実 施 状 況  今年は実施期間を１日に短縮したが、内容を整理工夫したことにより、 

昨年以上に保護者や地域の方々に本校の教育実践をアピールし、様々な場 

面を通じて広く交流を図ることができた。 

・小学部、中学部、高等部児童生徒による劇や音楽などのステージ発表、 

中学部、高等部生徒による作業製品等のバザー、児童生徒作品展等様々 

な面から児童生徒の日常の学習の様子を知っていただくとともに、販売 

等を通して地元の方々と直接交流を図ることができた。 

・地元高校の生徒が、企画コーナー（理科の実験コーナー、遊びのコーナ 

 ー等）の提供、運営ボランティアとして参加し、同じ地域の仲間として 

学校祭を盛り上げてくれた。また、大学、地元企業の方々からもボラン 

ティアの参加があり、広く運営全般を助けていただくことができた。 

・社会福祉施設のバザーを広く呼びかけて実施したことで、本校生徒の進 

路先でもある社会福祉施設について、地域の方々に知っていただくこと 

ができた。 

・本校のマスコットキャラクターである「にこりん」をテーマとした作品 

展を、来校者の投票によるコンテストにしたところ、多数の投票があり 

大いに盛り上がった。 

・児童生徒と来校した全ての方が、共通する作品を作り、これを会場に飾 

るという全員参加型のイベントを行ったことにより、参加者が一体とな 

って学校祭を盛り上げることができた。 



 

成果及び課題 今年度は昨年度以上に、地域の方に日頃の児童生徒の学習活動を知って

いただくとともに、より交流を深め、地域の方に楽しんでいただくことが

できる場となることを目指した。 

今年度も地域の方のたくさんの来校があり、好評のうちに終了できたこ

とで、地域に根ざした特別支援学校を目指し、地域に溶け込み、積極的に

理解を得ていくための大切な行事として定着してきたことを実感できた。

来年度も、地域の方に開催を楽しみにしていただける恒例の行事となるよ

う、より一層内容を工夫していきたい。 


